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総選挙で躍進！こんどは
安倍暴走政治ストップ
くらし第一の県政へ
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●1951年東近江市生まれ。●八日市高校、県立短大農業経
済学科卒。●滋賀県職員として土木、福祉、農林水産などに
従事。「こだわり農産物制度」の創設に参画。●元・東近江
御園地区連合自治会副会長

松
本
と
し
ひ
ろ

松
本
と
し
ひ
ろ

党
湖
東
地
区
県
政
対
策
委
員
長

党
湖
東
地
区
県
政
対
策
委
員
長

みなさんの願い
　　かならず県政へ
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　父は戦争末期、ボルネオ島のジャングルで、頭の傷に
ウジがわき、自爆する決心でした。しかし手りゅう弾は
破裂しませんでした。「二度と戦争を起こしてはならな
い」。父の思いは、私の原点となりました。

不戦の決意が私の原点

　公務員になった誰もが「住民の役に立つ仕事をしたい」
と思います。しかし現実はきびしく、思うようにはなり
ません。そんななかでも、「環境こだわり農産物づくり」
制度の創設や、近江八幡保健所で「ひきこもり」支援の
仕事ができました。お母さんが涙を流して喜ばれる姿に
胸を熱くしたものです。

「住民の役にたちたい」

　県が進めていた「びわこ空港」や「新幹線新駅」は中止
せよ。その住民運動に参加しました。県職員だからこそ、
「ムダをやめ、暮らしに」という声がよく分かりました。
原発の再稼働を禁止する運動にも、同じ思いで参加して
います。

住民運動の先頭に

　平和をおびやかす安倍内閣、県民の思いに背を向ける
県政。不安と怒りの声が圧倒的です。その２つにストッ
プをかけるチャンスです。県行政のしくみと、県職員の
熱い思いを知る私に、ぜひがんばらせてください。

政治を変えるチャンス
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党派を超えて松本としひろさんに期待します
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※上記の政策が発表されたので紹介します。


